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介護保険の理念  

 

介護保険の保険給付とは（介護保険法の理念）  

介護保険法第 2条 

第２項 保険給付は要介護状態又は要支援状態の軽減又は悪化の防止に資する

よう行われるとともに、医療との連携に十分配慮して行われなければならな

い。 

介護支援専門員は、適切なアセスメントのうえで、利用者の心身の状況等を把握し、

真に必要なサービスを中立公正な立場からケアプランに位置付け、要介護状態又は要

支援状態の軽減又は悪化の防止を図ることが必要である。 

 

第３項 保険給付は、被保険者の心身の状況、その置かれている環境等に応じ

て、被保険者の選択に基づき、適切な保険医療サービス及び福祉サービス

が、多様な事業者又は施設から、総合的かつ効率的に提供されるよう配慮

して行われなければならない。 

高齢者は社会的に弱い立場にあるとともに、サービスの受け手という意識から十分な

意思表示ができないことがあることから、サービスや支援の提供の際には、例えそれが善

意によるものであったとしても、常に十分に利用者の意思を確認し、利用者の立場に立

った対応を行う必要があり、提供者側が一方的に行う内容では、利用者の自発的な意思

によるものとは言えない。 

地域密着型サービスはできる限り住み慣れた地域でその人らしい尊厳ある生活が継

続できるよう支援することを目的とし、創設された。利用者及び地域密着サービス事業者

を中心として各サービス事業所との連携のほか、市町村やボランティアなど地域資源の

活用や連携が必要である。 

 

第４項 保険給付の内容及び水準は、被保険者が、要介護状態となった場合にお

いても、可能な限り、その居宅において、その有する能力に応じ自立した日

常生活を営むことができるように配慮されなければならない。 

サービス提供の内容や水準は、利用者の自立した生活が保障されるものである必要

があり、介護支援専門員は、当該利用者にとって真に必要なサービスとは何かをモニタリ

ングによって常に把握し、ケアプランの変更等について検討を行わなければならない。 

サービス担当者会議は、実際にサービスを提供している各サービス事業者が、課題や

問題点などを出し合い、適正なサービスの位置づけや個々の介護サービス計画の立案

に資するものでなければならない。 
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利用者本位のサービス提供  

 

 

 

 

 

 

 

 

 利用者の立場を踏まえた事業者による意識的な利用者へのアプローチ 

（利用者への積極的な情報開示・分かり易い丁寧な説明） 

事業者は、利用者への情報開示や情報提供にあたっては、決して事務的にならず、弱者

の視点に立って、利用者に積極的にアプローチを行うとともに、利用者から積極的に希望や

質問を言えるような雰囲気づくりを行うなど、事業者と利用者が対等な立場となることを意識

する必要がある。 

また、障がい特性など利用者の心身の状況に合わせた説明の仕方の工夫などを事業者が

積極的に行う必要がある。 

 

 重要事項説明の重要性 

「重要事項説明書」は利用者にとってどのようなサービスを受けられるのか又はサービスを

受けるにあたっての留意事項は何かを知り、事業所を選択する判断材料であることから、懇

切丁寧な説明を行う必要がある。 

重要事項説明の不備は、サービスに関する利用者とのトラブルや利用者の不利益となるこ

とがあるので、十分留意する必要がある。 

【過去の主な指導事項】 

 「重要事項説明書」の説明、交付のいずれかの手続きが行われていない。 

 「重要事項説明書」に事故発生時の対応、苦情相談の窓口、苦情処理体制及び手順

等必要な事項が記載されていない。 

 「重要事項説明書」と「契約書」が一体となっており、分離されていない。 

 「重要事項説明書」の内容と「運営規程」の内容で、営業日時や通常の事業の実施地

域などの項目に相違がある。／など 

利用者と事業者の対等な立場の構築 

（利用者の自由な選択ができる環境づくりを事業者が行うこと） 

利用者と事業者の対等な立場の構築 

利用者の立場の理解 

理解 

利用者の立場に立ったサービス提供 

 

 

 

利用者本位の 

 

サービス提供 
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生活への満足感や生活の充実度は、一人ひとりの利用者が生活してきた生活様式や生活習慣、

考え方、価値観、生活信条、家族の状態、生きてきた時代背景等によって人それぞれ異なり、特に

高齢者には 65年以上の人生の重みがある。 

このため、サービス提供に当たっては、身の回りの介護だけでなく、広い範囲での主体的な生活

活動を支援するといった観点に立ち、画一化して対応するのではなく、一人ひとりに着目して考え

るという視点が極めて大切である。 

そのためには、利用者の尊厳の保持とプライバシーの保護を基本に据えることが不可欠であり、

事業者は継続的な取組を行う必要がある。 

 

【利用者の立場に立ったサービス提供の視点】 

 日常生活の支援において、いかなる場合であっても強制的な言動、暴言、体罰、差別的な言動をしていな

いか 

 介護や運営の効率化を重視するあまり、日常生活に不必要な規制や行動制限を強いていないか 

 記憶障がいや認知力、判断力の低下等認知症に関する症状があることをもって、直ちに主体性や自己決

定する能力がないと判断していないか 

 視覚障がい者や聴覚障がい者、言語障がいのある人、外国人等、文字や話し言葉によるコミュニケーショ

ンに困難がある人に対して、点字や手話、身振り手振り、カード、絵文字等の手段を柔軟に用いて意思疎

通の円滑化に努めているか 

 サービス提供に当たっては、ＡＤＬや介護の必要度等現在の状態からだけで利用者を理解するのではな

く、一人ひとりの生きてこられた時代背景についての知識を積み重ね、豊かな想像力をもって利用者の永

い人生に思いを馳せ、その延長線上で現在の状況を理解しているか 

 人格を尊重し、年長者に対する礼を尽くし、不快な言葉や子ども扱いした言葉を使わず、暖かで親しみや

すい雰囲気を持った会話を心がけているか 

 常に利用者の意向や希望を確認し、反映させるよう努めているか 

 介護者には仕事を通じて知り得た情報について守秘義務があり、普段の会話でも話題にしないよう気を付

けているか 

利用者の立場に立ったサービス提供 

（一人ひとりに着目したサービス提供を行うこと） 
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感染しても軽症であったり、治る例も多いですが、季節性インフルエンザと
比べ、重症化するリスクが高いと考えられます。重症化すると肺炎となり、
死亡例も確認されているので注意しましょう。
特にご高齢の方や基礎疾患のある方は重症化しやすい可能性が考えられます。
新型コロナウイルスは飛沫感染と接触感染により感染します。空気感染は起
きていないと考えられていますが、閉鎖した空間・近距離での多⼈数の会話
等には注意が必要です。

新型コロナウイルスを防ぐには

発熱やのどの痛み、咳が⻑引くこと（１週間前後）が多く、強いだるさ
（倦怠感）を訴える方が多いことが特徴です。

まずは手洗いが⼤切です。外出先からの帰宅時や調理の前後、⾷事前などに
こまめに石けんやアルコール消毒液などで手を洗いましょう。

新型コロナウイルス感染症とは

日常生活で気を付けること

飛沫
感染

感染者の飛沫（くしゃみ、咳、つばなど）と一緒にウイルスが放
出され、他の方がそのウイルスを口や鼻などから吸い込んで感染
します。

ひまつ

せき

けんたいかん

発熱等の⾵邪の症状が⾒られるときは、学校や会社を休んでください。

持病がある方、ご高齢の方は、できるだけ人込みの多い場所を避けるなど、
より一層注意してください。

咳などの症状がある方は、咳やくしゃみを手で押さえると、その手で触った
ものにウイルスが付着し、ドアノブなどを介して他の方に病気をうつす可能
性がありますので、咳エチケットを⾏ってください。

接触
感染

感染者がくしゃみや咳を手で押さえた後、その手で周りの物に触
れるとウイルスがつきます。他の方がそれを触るとウイルスが手
に付着し、その手で口や鼻を触ると粘膜から感染します。

発熱等の⾵邪症状が⾒られたら、毎⽇、体温を測定して記録してください。
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●高齢者施設等スマホ検査センターでの検査に関すること（申込方法など） 

 メール：kensasenta1@medi-staffsup.com      電話：０７０－１４３９－７３３９ 

  

 

 

◆検査の流れ 

 

◆高齢者施設等スマホ検査センター 本部・サテライトのご案内 

  
検査（綿棒）キットは、１~８で取扱います。在庫の確認（070-1439-7339）をしてから、来庁いただきますようお願いします。 

サテライトの名称 
綿棒 
キット 

所在地（上段：施設名、下段：住所） 開設日等と検体回収時間 

１ スマホ検査センター本部 有 
大阪府 旧職員会館 

大阪府大阪市中央区大手前２丁目１－５９ 

●開設日等：日から土（祝日含む） 

午前９時３０分～午後１１時００分 
●回収時間： 

月から土：午後２時３０分 

日：午前１１時３０分 

２ 三島サテライト 有 
三島府民センタービル２階 控室 

大阪府茨木市中穂積１丁目３－４３ 

●開設日等：月から土（日・祝日除く） 
午前９時３０分～午後５時３０分 

●回収時間：午後３時００分 

３ 南河内サテライト 有 
南河内府民センタービル３階 第３会議室 

大阪府富田林市寿町２丁目６－１ 

●開設日等：月から土（日・祝日除く） 

午前９時３０分～午後５時３０分 
●回収時間：午後１時１５分 

４ 北河内サテライト 有 
北河内府民センタービル４階 第１会議室 

大阪府枚方市大垣内町２丁目１５－１ 

●開設日等：月から土（日・祝日除く） 
午前９時３０分～午後５時３０分 

●回収時間：午後１時３０分 

５ 泉南サテライト 有 
泉南府民センタービル１階 第３セミナー室 

大阪府岸和田市野田町３丁目１３－２ 

●開設日等：月から土（日・祝日除く） 

午前９時３０分～午後５時３０分 
●回収時間：午後0時１５分 

６ 泉北サテライト 有 
泉北府民センタービル１階 第２会議室 

大阪府堺市西区鳳東町４丁３９０－１ 

●開設日等：月から土（日・祝日除く） 
午前９時３０分～午後５時３０分 

●回収時間：午後２時３０分 

７ 中河内サテライト 有 
東大阪市立角田総合老人センター ２階 

東大阪市角田２丁目３番８号 

●開設日等：月から土（日・祝日除く） 

午前９時３０分～午後４時４５分 
●回収時間：午後３時３０分 

８ 池田サテライト 有 
池田・府市合同庁舎４階 青少年相談コーナー 

大阪府池田市城南１丁目１－１ 

●開設日等：月から土（日・祝日除く） 
午前９時３０分～午後５時３０分 

●回収時間：午後１時３０分 

９ 港区サテライト － 
関西中央営業所 

大阪府大阪市港区福崎１丁目１番５４号 

●開設日等：月から土（日・祝日除く） 
午前９時３０分～午後７時３０分 

●回収時間：午後３時３０分 

１０ 吹田サテライト － 
大阪北営業所 

大阪府吹田市原町２丁目４５番１号 

１１ 守口サテライト － 
大阪東営業所 

大阪府守口市大宮通１丁目１３番３６号 

１２ 堺サテライト － 
堺営業所・大阪南営業所 

大阪府堺市西区鳳北町７丁７番地 

高齢者施設等「スマホ検査センター」について 

高齢者施設等 

「スマホ検査センター」の 

申込みはこちらから 
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ス
を
提
供
し
て
い

る
事
業
所
に
限
る
）
 

・定
期
巡
回
・随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護

 

・夜
間
対
応
型
訪
問
介
護

 

・居
宅
介
護
支
援

 

・福
祉
用
具
貸
与
・福
祉
用
具
販
売

 

・地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

・老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

・介
護
予
防
・生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

 

-
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

 

-
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

 

-
そ
の
他
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

 

-
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 

【
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
】
 

・療
養
介
護

 

・施
設
入
所
支
援

 

・共
同
生
活
援
助
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
 

・福
祉
型
障
が
い
児
入
所
施
設

 

・医
療
型
障
が
い
児
入
所
施
設

 

・生
活
介
護

 

・短
期
入
所

 

・重
度
障
が
い
者
等
包
括
支
援

 

・自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
 

・自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
 

・就
労
移
行
支
援

 

・就
労
継
続
支
援
（

A
型
）
 

・就
労
継
続
支
援
（

B
型
）
 

 

・居
宅
介
護

 

・重
度
訪
問
介
護

 

・同
行
援
護

 

・行
動
援
護

 

・自
立
生
活
援
助

 

・就
労
定
着
支
援

 

・相
談
支
援
（
一
般
、特
定
）
 

・居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援

 

・保
育
所
等
訪
問
支
援

 

・児
童
発
達
支
援

 

・医
療
型
児
童
発
達
支
援

 

・放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

 

・基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

 

・手
話
通
訳
者
・要
約
筆
記
者
派
遣
事
業

 

・移
動
支
援
事
業

 

・日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業

 

・地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
 

別
添
１
 

 
・日
中
一
時
支
援
事
業
所

 

・福
祉
ホ
ー
ム

 

・
高
次
脳
機
能
障
が
い
及
び
そ
の
関
連
障
が
い
に
対
す
る

支
援
普
及
事
業

 

・盲
ろ
う
通
訳
・介
助
者
派
遣
事
業

 

・失
語
症
者
向
け
意
思
疎
通
支
援
者
派
遣
事
業

 

・障
が
い
者
就
業
・生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

 

【
児
童
養
護
施
設
等
】
  

・乳
児
院

 

・児
童
養
護
施
設

 

・児
童
心
理
治
療
施
設

 

・母
子
生
活
支
援
施
設

 

・婦
人
保
護
施
設

 

・児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
（
自
立
援
助
ホ
ー
ム
）
 

・小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
（フ
ァミ
リー
ホ
ー
ム
） 

・里
親

 

・児
童
自
立
支
援
施
設

 

・児
童
相
談
所
一
時
保
護
所

 

・婦
人
相
談
所
一
時
保
護
所

 

  

・保
育
所

 

・認
定
こ
ど
も
園

 

・小
規
模
保
育
事
業

 

・家
庭
的
保
育
事
業

 

・事
業
所
内
保
育
事
業

 

・居
宅
訪
問
型
保
育
事
業

 

・認
可
外
保
育
施
設
（
企
業
主
導
型
保
育
施
設
含
む
）
 

・児
童
厚
生
施
設
（
児
童
館
）
 

・放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

 

・利
用
者
支
援
事
業

 

・一
時
預
か
り
事
業

 

・病
児
保
育
事
業

 

・母
子
・父
子
福
祉
施
設

 

・地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

 

・子
育
て
短
期
支
援
事
業

 

・子
育
て
援
助
活
動
支
援
事
業

 

・児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

 

・幼
稚
園
 

【
救
護
施
設
等
】
 

・救
護
施
設

 

・更
生
施
設

 

・医
療
保
護
施
設

 

・無
料
低
額
宿
泊
所
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【別表２】 

検査を受ける職員の職種 

・介護職員 

・生活相談員 

・調理職員 

・看護職員 

・機能訓練指導員 

・管理者（施設長） 

・ケアマネジャー 

・相談支援専門員 

・サービス提供責任者 

・サービス管理責任者 

・児童発達支援管理責任者 

・生活支援員 

・世話人 

・地域移行支援員 

・職業指導員 

・就労支援員 

 

・理学療法士 

・作業療法士 

・言語聴覚士 

・精神保健福祉士 

・児童指導員 

・保育士・保育教諭 

・管理栄養士・栄養士 

・歯科衛生士 

・心理指導担当職員 

・母子支援員等直接処遇職員 

・心理療法担当等直接処遇外職員 

・事務職員 

・医師 

・児童厚生員 

・放課後児童支援員 

・幼稚園教諭 

・その他 
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社
会
福
祉
施
設
等
の
管
理
者
、
職
員
の
皆
様
へ

高
齢
者
施
設
等
「
ス
マ
ホ
検
査
セ
ン
タ
ー
」
は
、
社
会
福
祉
施
設
等
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
早
期
に

把
握
し
、
感
染
拡
大
の
最
小
化
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
的
な
運
営
を
支
援
す
る
た
め
、
保
健
所
や
か
か
り
つ
け
医
で
の

体
制
に
加
え
、
少
し
で
も
症
状
の
あ
る
職
員
、
利
用
者
が
迅
速
に
検
査
い
た
だ
け
る
よ
う
、
設
置
し
た
も
の
で
す
。

各
施
設
に
お
か
れ
て
は
、
日
頃
か
ら
、
感
染
予
防
対
策
の
徹
底
と
と
も
に
、
職
員
や
利
用
者
の
健
康
観
察
等
に
よ
り
、
感

染
拡
大
の
き
ざ
し
を
い
ち
早
くつ
か
む
努
力
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
本
セ
ン
タ
ー
が
皆
様
の
こ
う
し
た
ご
努
力
の
一
助
と
な
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

１
「疑
い
事
例
」を
い
ち
早
く
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

〇
感
染
の
疑
い
に
つ
い
て
よ
り
早
期
に
把
握
で
き
る
よ
う
、
毎
日
の
検
温
の
実
施
等
に
よ
り
、

日
頃
か
ら
職
員
や
利
用
者
の
健
康
の
状
態
や
変
化
に
留
意
し
て
くだ
さ
い
。

〇
職
員
や
通
所
施
設
の
利
用
者
に
発
熱
等
の
症
状
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
来
所
さ
せ
ず

自
宅
に
と
ど
ま
る
よ
う
、
指
示
し
て
くだ
さ
い
。

〇
職
員
や
利
用
者
に
発
熱
等
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、

①
「か
か
り
つ
け
医
」ま
た
は
「新

型
コ
ロ
ナ
受
診
相
談
セ
ン
タ
ー
」（

保
健
所
）
へ
の
相
談

②
「ス
マ
ホ
申
込
検
査
セ
ン
タ
ー
」

の
い
ず
れ
か
（
重
複
し
て
相
談
、
申
込
を
し
な
い
で
くだ
さ
い
）
を
利
用
で
き
ま
す
。

【注
意
！
】受
診
が
必
要
な
場
合
（
息
苦
し
さ
（
呼
吸
困
難
）
、
強
い
だ
る
さ
（
倦
怠
感
）
、

高
熱
等
の
強
い
症
状
が
あ
る
場
合
）
な
ど
は
、
必
ず
①
を
利
用
く
だ
さ
い
。

受
診
相
談
セ
ン
タ
ー
の
連
絡
先

h
tt
p
:/
/w
w
w
.p
re
f.
o
sa
k
a
.l
g
.j
p
/i
ry
o
/o
sa
k
a
k
a
n
se
n
sh
o
/c
o
ro
n
a
-d
e
n
w
a
.h
tm
l

２
「疑
い
事
例
」か
ら
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
防
止
の
た
め
の
初
動
対
応
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

〇
感
染
疑
い
の
あ
る
方
を
介
護
す
る
際
に
は
、
介
護
者
は
、
個
人
防
護
具
（
マ
ス
ク
、
手
袋
、
ガ
ウ
ン
・
エ
プ
ロ
ン
、

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
）
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
手
指
消
毒
な
ど
の
感
染
予
防
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

〇
感
染
疑
い
の
あ
る
方
と
そ
う
で
な
い
方
を
空
間
的
に
分
け
る
（
ゾ
ー
ニ
ン
グ
）
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

〇
感
染
発
生
時
に
継
続
す
る
業
務
と
休
止
す
る
業
務
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
シ
フ
ト
表
等
を
見
直
し
、
感
染
収
束
ま
で

の
人
員
配
置
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

◆
感
染
疑
い
事
例
の
早
期
把
握
と
、
把
握
し
た
段
階
か
ら
の
初
動
対
応
が
重
要
で
す
！

施
設
に
お
け
る
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
事
案
を
分
析
す
る
と
、
早
期
に
対
応
で
き
た
施
設
は
い
ず
れ
も
「疑

い
事
例
発
生

時
」か
ら
万
一
に
備
え
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
や
職
員
の
感
染
防
護
措
置
な
ど
の
適
切
な
対
応
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

ス
マ
ホ
検
査
セ
ン
タ
ー
の

申
込
み
は
こ
ち
ら
か
ら

感
染
疑
い
が
発
生
し
た
ら
・・
・

令
和
3
年
1
1
月

★
皆
様
へ
の
改
め
て
の
お
願
い
で
す
★

１
「新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

社
会
福
祉
施
設
等
自
己
点
検
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
で
準
備
状
況
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【主
な
チ
ェ
ッ
ク
項
目
】

〇
必
要
物
資
の
確
保
・
備
蓄
（
発
生
想
定
人
数
×
1
4
日
分
が
目
安
で
す
。
）

マ
ス
ク
、
手
袋
、
ガ
ウ
ン
・エ
プ
ロ
ン
な
ど
の
個
人
用
防
護
具
、
消
毒
液
等
の
在
庫
量
及
び
必
要
量
を
確
認
し
て
くだ
さ
い
。

〇
清
掃
な
ど
の
環
境
整
備

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
あ
た
っ
て
清
掃
の
徹
底
及
び
消
毒
用
エ
タ
ノ
ー
ル
、
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
液
等
の
消
毒
液
の
適
切

な
使
用
方
法
を
、
裏
面
「新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
消
毒
・
除
菌
方
法
に
つ
い
て
」を
参
照
し
、
確
認
し
て
くだ
さ
い
。

〇
個
人
防
護
具
の
着
脱
方
法
の
確
認

マ
ス
ク
、
手
袋
、
ガ
ウ
ン
等
の
着
脱
方
法
の
正
し
い
手
順
を
、
裏
面
「
個
人
防
護
具
の
着
脱
の
手
順
」
を
活
用
す
る
な
ど

に
よ
っ
て
、
施
設
等
の
職
員
の
皆
さ
ん
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
感
染
対
策
に
か
か
る
関
係
者
の
連
絡
先
の
確
認

施
設
所
在
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
の
ほ
か
、
関
係
者
の
連
絡
先
を
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
お
き
、
複
数
名
の
職
員
が

理
解
し
て
お
くな
ど
、
万
一
の
場
合
で
も
、
速
や
か
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
く
だ
さ
い
。

２
受
援
計
画
を
策
定
し
ま
し
ょ
う
。

感
染
発
生
時
に
適
切
な
措
置
が
と
れ
る
よ
う
、
初
動
対
応
等
を
定
め
た
「
受
援
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
高
齢
者
等
の
住
ま
い
と
な
っ
て
い
る
入
所
施
設
は
、
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
時
も
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
運
営
を
確
保
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

職
員
に
陽
性
者
等
が
発
生
し
た
場
合
に
、
ど
の
業
務
を
維
持
し
、
ど
の
業
務
を
休
止
す
る
か
な
ど
、
業
務
仕
分
け
や
人
員

体
制
を
事
前
に
検
討
し
て
お
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
。

※
受
援
計
画
は
、
円
滑
に
応
援
職
員
を
受
け
入
れ
る
上
で
も
極
め
て
重
要
で
す
。
感
染
発
生
時
に
職
員
不
足
が
生
じ
る

お
そ
れ
の
あ
る
施
設
は
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
くだ
さ
い
。

２
迅
速
か
つ
適
切
な
初
動
対
応
の
た
め
に
は
、
事
前
の
準
備
が
必
要
で
す
！

迅
速
か
つ
適
切
な
初
動
対
応
が
と
れ
る
よ
う
、
改
め
て
、
各
施
設
の
準
備
状
況
を
確
認
し
て
くだ
さ
い
。
感
染
拡
大
が

始
ま
る
前
か
ら
、
利
用
者
や
職
員
の
命
を
守
る
た
め
の
万
全
の
準
備
を
！

あ
ら
か
じ
め
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
！

【
職
員
の
み
な
さ
ま
に
】

□
職
員
同
士
で
の
マ
ス
ク
な
し
の
会
話
：
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
・
食
事
・
休
憩
室
等
の
場
面
が
変
わ
る
時
が
要
注
意
で
す
。

□
同
居
者
や
家
族
以
外
の
方
と
の
会
食
：
飲
食
を
通
じ
て
の
感
染
の
リ
ス
ク
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

□
体
調
不
良
時
の
無
理
な
出
勤
：
発
熱
、
風
邪
症
状
（
鼻
汁
・
咽
頭
痛
・咳

な
ど
）
、
嗅
覚
障
害
・味

覚
障
害
等
の
症
状
が
あ
る

場
合
は
、
職
場
に
は
来
ず
、
管
理
者
に
相
談
し
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
（
下
記
参
照
）

□
職
場
で
の
正
し
い
マ
ス
ク
の
着
用
：
口
と
鼻
を
確
実
に
覆
っ
て
くだ
さ
い
。
で
き
れ
ば
、
職
場
で
は
不
織
布
マ
ス
ク
の
着
用
を
！

【
施
設
内
の
感
染
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
】

□
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
マ
ス
キ
ン
グ
：
施
設
内
で
は
職
員
、
利
用
者
、
来
訪
者
す
べ
て
の
人
が
マ
ス
ク
の
着
用
を
（
利
用
者
に
も
可
能
な
限
り
、

着
用
を
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
）

□
距
離
の
保
持
：
ふ
だ
ん
か
ら
入
所
者
同
士
の
適
切
な
距
離
の
保
持
を
お
願
い
し
ま
す
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
お
よ
び
新
規
入
所
者
(で
き

れ
ば
２
週
間
程
度
）
と
長
期
入
所
者
は
、
可
能
な
範
囲
で
、
集
団
の
場
で
は
2
m
以
上
の
距
離
を
保
持
くだ
さ
い
。

□
食
事
・口

腔
ケ
ア
：
可
能
な
限
り
、
利
用
者
同
士
を
対
面
で
座
ら
せ
な
い
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
置
くな
ど
、

飛
沫
が
か
か
ら
な
い
工
夫
を
。

福
祉
施
設
で
働
く
み
な
さ
ま
に
あ
ら
た
め
て
お
願
い
し
た
い
こ
と

h
tt
p
s:
//
w
w
w
.p
re
f.
o
sa
k
a
.l
g
.j
p
/a
tt
a
c
h
/3
9
2
3
5
/0
0
0
0
0
0
0
0
/o
n
e
g
a
i3
.p
d
f

３
今
一
度
、
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

日
頃
の
取
組
み
・・
・
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※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
特
徴
、
発
生
時
の
対
応
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
に
つ
い
て

⇒
社
会
福
祉
施
設
等
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
研
修
会
（
令
和
３
年
８
月
2
6
日
及
び
3
0

日
開
催
）

⇒
h
tt
p
s:
//
w
w
w
.p
re
f.
o
sa
k
a
.l
g
.j
p
/f
u
k
u
sh
is
o
m
u
/k
a
n
s
e
n
ta
is
a
k
u
/i
n
d
e
x
.h
tm
l#
ta
is
a
k
u

※
個
人
防
護
具
の
着
脱
方
法
の
手
順
に
つ
い
て

⇒
「個

人
防
護
具
の
着
脱
の
手
順
」

⇒
h
tt
p
s:
//
w
w
w
.s
a
fe
ty
.j
rg
o
ic
p
.o
rg
/p
p
e
-3
-u
sa
g
e
-p
u
to
n
o
ff
.h
tm
l

※
消
毒
液
の
適
切
な
使
用
方
法
等
に
つ
い
て

⇒
「新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
消
毒
・除

菌
方
法
に
つ
い
て
」

⇒
h
tt
p
s
:/
/w
w
w
.m
h
lw
.g
o
.j
p
/s
tf
/s
e
is
a
k
u
n
it
su
it
e
/b
u
n
y
a
/s
y
o
u
d
o
k
u
_
0
0
0
0
1
.h
tm
l

※
「受
援
計
画
」に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
だ
く
内
容
等
に
つ
い
て

⇒
「「
受
援
計
画
」の
検
討
・策

定
に
つ
い
て
」

⇒
h
tt
p
s:
//
w
w
w
.p
re
f.
o
sa
k
a
.l
g
.j
p
/a
tt
a
c
h
/3
9
2
2
9
/0
0
0
0
0
0
0
0
/j
y
u
e
n
k
e
ik
a
k
u
.p
d
f

※
「受
援
計
画
」の
策
定
例
（
救
護
施
設
の
分
）
に
つ
い
て

⇒
「新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
発
生
時
に
お
け
る
業
務
継
続
計
画

（
応
援
職
員
受
入
れ
に
係
る
受
援
計
画
）
（
救
護
施
設
み
な
と
寮
）
」

⇒
h
tt
p
s:
//
w
w
w
.p
re
f.
o
sa
k
a
.l
g
.j
p
/a
tt
a
c
h
/3
9
2
2
9
/0
0
0
0
0
0
0
0
/m
in
a
to
ry
o
.p
d
f

~
こ
ち
ら
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
~

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
基
礎
知
識
や
、
社
会
福
祉
施
設
等
に
お
け
る
対
策
に
つ
い
て

⇒
「社

会
福
祉
施
設
等
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
」

⇒
h
tt
p
:/
/w
w
w
.p
re
f.
o
sa
k
a
.l
g
.j
p
/f
u
k
u
sh
is
o
m
u
/k
a
n
s
e
n
ta
is
a
k
u
/i
n
d
e
x
.h
tm
l

※
介
護
職
員
の
た
め
の
感
染
症
対
策
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
策
や
感
染
者
が
発
生
し
た

と
き
の
対
応
等
）
に
つ
い
て

⇒
「介

護
職
員
の
た
め
の
感
染
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」（

概
要
版
）

⇒
h
tt
p
s:
//
w
w
w
.m
h
lw
.g
o
.j
p
/c
o
n
te
n
t/
1
2
3
0
0
0
0
0
/0
0
0
6
7
8
2
5
5
.p
d
f

⇒
「
介
護
現
場
に
お
け
る
感
染
対
策
の
手
引
き
」（

第
2
版
）

⇒
h
tt
p
s
:/
/w
w
w
.m
h
lw
.g
o
.j
p
/c
o
n
te
n
t/
1
2
3
0
0
0
0
0
/0
0
0
8
1
4
1
7
9
.p
d
f

大
阪
府
広
報
担
当
副
知
事
も
ず
や
ん
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別添資料 2 

大阪府福祉部地域福祉推進室地域福祉課  

電話：06-6944-7602 ファクシミリ：06-6944-6681  メール：chiikifukushi-g03@gbox.pref.osaka.lg.jp 

 

福祉施設で働くみなさまにあらためてお願いしたいこと 

 

高齢者施設等におけるクラスター発生事例では、施設で働く職員からの感染が多くなっています。 

感染対策に詳しい看護師（感染管理認定看護師、感染症看護専門看護師）が福祉施設等を訪問した

経験から、あらためてお願いしたいことをまとめました。日々、感染症対策に取組んでおられる中、施設

クラスター発生予防のためにも、今一度、ご確認ください。                         

協力：（公社）大阪府看護協会   

 

職員のみなさんに、あらためて、注意していただきたいこと 

 職員同士でマスクなしの会話 

ロッカールーム・食事・休憩室等の場面が変わる時が要注意です！ 

 同居者や家族以外の方との会食 

飲食を通じての感染のリスクにご注意ください。 

 体調不良時の無理な出勤 

以下の症状がある場合は、職場には来ず、管理者に相談し検査を受けましょう。 

＊有症状者を対象とした高齢者施設等「スマホ検査センター」を利用して、素早く検査につなげてください。 

・発熱 

・風邪症状（鼻汁・咽頭痛・咳など） 

（※花粉症やアレルギーのある方はいつもと違うと感じる場合） 

・嗅覚障害・味覚障害 

 職場での正しいマスクの着用・手指消毒 

口と鼻を確実に覆うようにしてください。鼻出しは厳禁です！できれば、職場では、不織布マスクを！ 

 

施設内の感染リスクを軽減するためにできることを、ぜひ実践してください！ 

 ユニバーサルマスキング 

施設内では職員、利用者、来訪者すべての人がマスクを着用していますか。 

（利用者にも可能な限り、着用を呼びかけましょう） 

 距離の保持・入所者の体調管理の徹底 

ふだんから、入所者同士の距離をとっていただいていますか。 

ショートステイおよび新規入所者（できれば２週間程度）と長期入所者は可能な範囲で、集団の場では 2ｍ以上の距離

をおいていただいていますか。 

 食事・口腔ケア 

可能な限り、利用者さん同士を対面で座らせない、パーテーションを置くなど、飛沫がかからない工夫をしていますか。 

 

感染の疑い事例が出たときから、万が一に備え、初動を素早く！ 

 感染の疑い事例をいち早く把握、行動を 

感染の疑いのある方を介護する場合、個人防護具の着用や手指消毒の徹底、また、集団の場から離す、空間的に分ける

等を行いましょう。 

 感染者が発生した場合は、すぐに自治体担当部署・保健所に相談しましょう 

感染者の隔離や消毒、ゾーニングなど保健所からの指示に従い、迅速に対応しましょう。 

 

スマホ検査センターの 

申込みはこちらから 

10

NishikawaYoh
テキストボックス



 
感
対
第

6
4

1
4
号

 

 
令
和
３
年
２
月
１
０
日

 

高
齢
者
施
設
等
管
理
者
・施
設
長

 
様

 

大
阪
府
福
祉
部
長

 

大
阪
府
健
康
医
療
部
長

 

  

高
齢
者
施
設
等
へ
の
新
規
入
所
者
に
お
け
る
入
所
時
の
検
査
に
つ
い
て
（通
知
） 

  

日
ご
ろ
よ
り
、
府
政
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
推
進
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 

さ
て
、
本
府
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
は
、
年
明
け
以
降
、
陽
性
者
数
が
増
加
し
、

1
週
間

の
人
口

10
万
人
あ
た
り
の
新
規
陽
性
者
数
は

18
.1

6
人
（令
和
３
年
２
月
５
日
現
在
）と
高
い
水
準
を
維
持
し
て
い
る
状
況

で
す
。

 

と
り
わ
け
、
第
三
波
（令
和
２
年

10
月

1
0
日
）
以
降
に
高
齢
者
施
設
等
で
発
生
し
た
ク
ラ
ス
タ
ー
は
、
２
月
５
日
時
点
で

10
9
施
設
（陽
性
者

2,
02

4
人
）
に
上
っ
て
お
り
、
当
該
施
設
に
お
け
る
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
防
止
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
の
取

組
み
が
必
要
で
す
。

 

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
う
し
た
状
況
へ
の
対
応
策
と
し
て
高
齢
者
施
設
等
へ
の
新
規
入
所
者
（
医
療
機
関
か
ら
退
院
後
の

再
入
所
・
再
入
居
の
方
や
入
所
・
入
居
の
契
約
済
み
の
方
、
又
は
確
定
し
て
い
る
方
も
含
み
ま
す
。
）に
つ
い
て
、
下
記
の

場
合
に
は
行
政
検
査
と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

 

  
な
お
、
運
用
の
開
始
は
、
２
月
１
２
日
か
ら
と
い
た
し
ま
す
。

 

 

記
 

 

 
高
齢
者
施
設
等
へ
の
新
規
入
所
者
に
つ
い
て
、
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、
症
状
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
保

険
適
用
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

 

検
査
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
新
規
入
所
者
の
入
所
前
の
生
活
状
況
等
を
勘
案
し
、
検
査
の
要
否
を
貴
施
設
の
連
携

医
療
機
関
等
（
同
一
法
人
の
医
療
機
関
、
併
設
医
療
機
関
、
協
力
医
療
機
関
等
、
高
齢
者
施
設
が
平
時
に
連
携
し
て

い
る
医
療
機
関
）
の
医
師
と
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
連
携
医
療
機
関
等
に
相
談
さ
れ
る
際
は
、
本
通
知
文
と
別
紙

の
医
療
機
関
あ
て
の
お
知
ら
せ
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

 

 

 
高
齢
者
施
設
等
：
介
護
老
人
福
祉
施
設
、
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護
医
療
院
、

 

介
護
療
養
型
医
療
施
設
、
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
軽
費
老

 

人
ホ
ー
ム
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
及
び
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅

 

（い
ず
れ
も
併
設
通
所
サ
ー
ビ
ス
・短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
含
む
。
な
お
、
高
齢
者
施
設
等
に
お

か
れ
て
は
、
併
設
通
所
・短
期
事
業
所
に
も
本
通
知
内
容
を
ご
了
知
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

       

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 

（
高
齢
者
施
設
に
関
す
る
こ
と
）

 

大
阪
府
福
祉
部
高
齢
介
護
室
介
護
事
業
者
課

 
施
設
指
導
グ
ル
ー
プ

 

電
話
 

06
-6
94
4-

71
06
 

 （
併
設
通
所
・
短
期
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
こ
と
）

 

大
阪
府
福
祉
部
高
齢
介
護
室
介
護
事
業
者
課

 
居
宅
グ
ル
ー
プ

 

電
話
 

06
-6
94
4-

70
99
 

 （
行
政
検
査
に
関
す
る
こ
と
）

 

大
阪
府
健
康
医
療
部
保
健
医
療
室
感
染
症
対
策
課
感
染
症
・
検
査
グ
ル
ー
プ

 

電
話
 

06
-4
39
7-

32
04
 

  

（別
紙
） 

※
高
齢
者
施
設
等
管
理
者
・
施
設
長

 
様

 

連
携
医
療
機
関
等
に
新
規
入
所
者
の
検
査
に
つ
い
て
相
談
さ
れ
る
際
は
、
府
か
ら
の
通
知
文
本
文
と
、
こ
の
お
知
ら
せ
を
連
携

 

医
療
機
関
等
に
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

 

 

  

高
齢
者
施
設
等
連
携
医
療
機
関
等
様
へ

 
    

 
 

 
大
阪
府
で
は
、
高
齢
者
施
設
等
へ
の
新
規
入
所
者
に
お
け
る
入
所
時
の
検
査
に
つ
い
て
、
令
和

3
年

2
月

1
0

日
付
け
感
対
第

64
14
号
に
て
各
高
齢
者
施
設
等
あ
て
周
知
し
て
お
り
ま
す
。

 

つ
き
ま
し
て
は
、
以
下
の
点
に
ご
留
意
の
上
、
よ
ろ
し
く
お
取
り
計
ら
い
く
だ
さ
い
。

 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
記

 

  

１
 

 
連
携
医
療
機
関
等
に
お
い
て
検
査
が
実
施
で
き
な
い
場
合
は
、
連
携
医
療
機
関
等
か
ら
相
談
窓
口
に
ご
相

 

 
談
く
だ
さ
い
。
相
談
窓
口
は
、
２
月

12
日
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 
＜
相
談
窓
口
＞

 
開
設
時
間
（
土
日
・祝
日
含
む
）
 
９
時
～

18
時

  
電
話
番
号

06
-7

16
6
-
99

88
 

  

 
２

 
 
連
携
医
療
機
関
の
医
師
が
必
要
と
判
断
し
て
実
施
し
た
保
険
適
用
の
検
査
に
つ
い
て
は
、
そ
の
医
療
機

 

関
と
府
も
し
く
は
政
令
市
・
中
核
市
が
行
政
検
査
に
係
る
委
託
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
で
、
検
査
に
か
か
る
費

 

用
を
公
費
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

 

（当
該
契
約
の
効
力
は
遡
及
可
能
で
す
の
で
管
轄
の
保
健
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。

 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
大
阪
府
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（面会及び施設への立ち入り）
○ 面会については、感染経路の遮断という観点と、つながりや交流が心身の健康に与える影響という観点から、地域における発生状況等も踏まえ、可
能な限り安全に実施できる方法を検討すること。
○ 具体的には、地域における発生状況や都道府県等が示す対策の方針等も踏まえるとともに、入所者及び面会者の体調やワクチン接種歴、検査結
果等も考慮して、管理者が、面会時間や回数、場所を含 めた面会の実施方法を判断すること。
○ 面会の実施方法を判断する際、入所者及び面会者がワクチン接種済み又は検査陰性であることを確認できた場合は、対面での面会の実施を検
討すること。
○ 入所者や面会者がワクチンを接種していないことを理由に不当な扱いを受けることがないよう留意し、ワクチンを接種していない入所者や面会者も
交流が図れるよう検討すること。
○ 面会者や業者等の氏名・来訪日時・連絡先については、感染者が発生した場合に積極的疫学調査への協力が可能となるよう記録しておくこと。ま
た、面会者等が面会後、一定期間（少なくとも２日）以内に、発症もしくは感染していたことが明らかになった場合には、施設にも連絡をするよう面会者に
依頼すること。
（外出）
○ 入所者の外出については、生活や健康の維持のために必要なもの は制限すべきではなく、「三つの密」の回避、人と人との距離の確 保、マスクの
着用、手洗い等の手指衛生、換気等の基本的な感染対 策を徹底し、自らの手で目、鼻、口を触らないように留意するこ と。
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（外出）
○ 訪問介護等における利用者の通院・外出介助や屋外の散歩の同行 について制限する必要はないが、「三つの密」の回避、人と人との距 離の確保、マ
スクの着用、手洗い等の手指衛生、換気等の基本的な感染対策を徹底し、自らの手で目、鼻、口を触らないように留意すること。
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